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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・12月より、認知症の患者様の入院があった場合は、認知症疾患クリニカルパスの書式をコピーし活用して下さい。

ぞれぞれの項目を実施（達成）した際には、実施者が□欄に赤ペンでチェックして下さい。

各職種でそれぞれの担当項目を記載し、精神療法や医師の処置が行われた場合は介助者がチェックを行って下さい。

パス書式は診療録の一番最初（インテークの前）に綴じて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・清水　由美子様～PSWより情報あり。夫から電話があり、本人の状態が悪くなると、自宅や夫の携帯電話以外にも、職場や知人に頻繁に電話を掛けるようになるとの事。会社や知人には電話を掛けてほしくないと要望ある。電話は自宅か夫の携帯電話のみにするよう本人に説明しています。今後、電話希望があった場合は、付き添いしたスタッフが確認するようにして下さい。理解できないようであれば電話制限も検討していきましょう。

12/8（木）ケースカンファレンスの予定です。

・杉澤　恵子様～今朝より胃痛の訴えあり、朝食・昼食摂取せず。安ヶ平Dr報告し、ファモチジン（20）2T　2×1　３日分処方となっています。

・木村　格治様～12/4　14：30～15：30までむつ食品、12/5　13：00～16：30まで歯科受診のため外出許可出ています。

・小野寺　のり様～12/5（月）13：30～東病棟カンファレンスにて、ケースカンファレンスを行ないます。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・成田　勝弘様～12/5から2週間の予定でアルコールプログラムを実施します。各プログラムは本人の精神状態を見てから導入を検討していきます。日中は他者や周囲を気にしている様子が見られており、それに伴い訴えも多くなっています。夜間も十分な睡眠がとれていない状況です。主治医より被害妄想等の精神症状は一時的なものと考えられるとのことですが、引き続き、精神症状とそれに伴う日課への支障の有無、周囲とのトラブルに注意し観察精神症状の観察を継続して下さい。
・藤井　崇史様～日中は臥床傾向です。各プログラムには参加していますが、活動性は低下しています。薬の副作用について訴えることは軽減してきています。日課の取り組み状況、精神症状の観察を継続して下さい。

・神田　直樹様～措置解除にむけて検討中です。先月、措置解除にむけて母様、PSW、担当NSで面談を実施しています。措置解除後、医療受給者証があるため医療費はかからない事、医療外経費も給食代など月額２万円以内で納まること説明しています。現在の本人の様子をお話し、まだ病状の理解が出来ておらず、現実検討も必要な事伝えています。

・小平　祐子様～措置解除の手続き中です。本人への疾病教室を継続しながら、今後は保護者である夫様への疾病教室（日曜日に３回程度）も導入していく予定です。減薬後の精神症状の悪化もなく、日課の取組状況も安定してきています。今後も精神症状の観察と安定した生活が送れるよう、介入と援助を行って下さい。

・赤石　陽介様～12/5措置解除予定です。

・斉藤　仁和様～12/12措置解除予定です。

＜11月の事故確認と対策＞

11月の事故発生状況

薬に関連する事故が1件、てんかん発作による転倒事故2件、外傷発見7件

他者への暴力行為3件

●11月22日　振り返りミーティング実施

臨時薬処方版のライン引き間違いによる処方の貰い忘れ

＜対策＞

· 処方を受けたスタッフが処方版に記載する。

· 薬をセットしたスタッフが処方版の確認の欄に印を押す。

· 処方箋をしっかり確認し、処方板へ転記、ラインを引く。

・ダブルチェックを徹底する。

· 処方版だけでなく、処方箋、カルテを確認する。

⇒振り返りミーティングにて検討された対策について実施状況確認

　ダブルチェックや処方板への記載徹底されている。

　

※入院時の持参薬なども記載忘れないよう徹底していきましょう。

　※12月は薬に関する事故が0を目指していきましょう。

